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工
場
で
真
面
目
に
働
く
外
国
人
、
サ
ー
ビ
ス
業
を
転
々
と
す
る
外
国
人

ー
在
日
外
国
人
の
失
業
率
と
製
造
業
比
率
1

58 

日
本
に
住
む
外
国
人

(
外
国
人
登
録
人
数
)
は
2
0
0
9
年
末
に

2
1
9
万
人
に
及
ん
で

い
ま
す
。

日
本
こ

E
P
バ
国
人
の
国
籍
と
し
て
は
、
従
来
は
、
韓
国
・
朝
鮮
人
が
特
別
永
住
者
(
戦
前
、
日
本
国

-
外
国
人
と
そ
の
子
孫
の
在
留
資
格
)
を
中
心
に
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、
近

i
f
t
と
も
に
減
少
を
続
け
て
い
ま
す
。
他
方
、
中
国
人
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
、
ベ

ル
!
人
が

1
9
9
1
年
以
降
の
凶
年
間
で

2
・
2
1

4

0
倍
と
大
き
く
増
加
し
て
い
ま
す
。
増
加
人
数

で
は
中
国
人
が
同
期
間
に
印

・
9
万
人
増
と
全
体
の
増
加
数
Mm
-
7
万
人
の
半
分
以
上
を
占
め
て
お
り
特

に
目
立
っ
て
い
ま
す
。
2
0
0
7
年
末
以
降
に
は
つ
い
に
中
国
人
が
韓
国

・
朝
鮮
人
を
上
回
り
ま
し
た
。

韓
国
・
朝
鮮
人
で
も
特
別
、
水
住
者
以
外
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
韓
国
朝
鮮
人
特
別
永
住
者
は

1
9
9

6
年
末
の
回
万
人
か
ら
2
0
0
9
年
末
の
引
万
人
へ
と

U
万
人
の
減
で
す
が
、
特
別
、
氷
住
者
以
外
は
同
時

期
に
日
万
人
か
ら
げ
万
人
へ
と

6
万
人
の
増
で
す
。

国籍別に見た製造業比率と失業率の相関 (2005包[図3-1
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敵布図のさまざま芯使い方第3軍
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お
国
な
ま
り
が
好
き
な
県
民
、
恥
ず
か
し
が
る
県
民

ー
土
地
の
言
葉
へ
の
愛
着
度
と
恥
す
か
し
さ
j

片
d

寺
T

L
E
す
。

「
お
国
言
葉
」
、
「

O
O弁
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
各
地
方
の
特
色
を
も
っ
た

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
散
布
図
で
は
、
各
地
域
住
民
に
と
っ
て
、
方
言
に
対
す

‘
千
ん
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
点
を
示
し
て
い
ま
す
。

明
治
維
新
以
降
の
国
民
統
合
へ
向
か
う
動
き
の
な
か
で
、
東
京
方
言
が
標
準
語
と
さ
れ
た
た
め
、
長
い

そ
れ
以
外
の
方
言
に
対
し
て
「
遅
れ
た
も
の」
、
あ
る
い
は
「
圏
内
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
阻

問害
す
る
も
の
」
と
し
て
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
ま
と
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
最
近
で
は
、

の教
考育
えや
方テ
にレ
沿ピ
つの
て普
、及

壬告な

がど
図で
庁、桜J

j ~静
化 晋
f誕
百哩
斐主
主幌

F 明、

も 2ι
tI" の日

モ2
9 な
る A

左た
百た
のめ
イ支 、

割む
がし
見ろ
直
さ 多
れ文
て化
い共学
ま生校

す
図 。

3 

2 

は

蝕布図のさまざま芯使い方第3

方言に対する感じ方(暫道府駅~) J 図3-2
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N
H
K
の
全
国
県
民
意
識
調
査

(1
9
9
6
年
)
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・兵庫

.・京都

大阪

国奈良

_1青玉10 

薗干葉

-東京

90 

の
結
果
を
使
っ
て
、
方
言
に
対
す

土地のととばが好き(%)

(j主)各県16歳以上目00人を対訟とした1996年の個人面鐘調査による(回答率全

国平均70%)
(資料)NHK放送文化研究所、 「現代の県民気質ー全国県民意接調査一」
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散布図のさまざま怠使い方第3章

あ
な
た
は
醤
油
派
か、

i
都
道
府
県
別
の
醤
油
と
ソ
ー
ス
の
消
費
量
1

66 

ソ
ー
ス
派
か
っ

目
玉
焼
き
に
か
け
る
調
味
料
と
し
て
は
塩
の
み
、
塩

・
コ
シ
ョ

l
の
他
、
醤
油
派
と
ソ
l
ス
派
に
分
か

れ
ま
す
。
ト
ン
カ
ツ
に
か
け
る
の
は
ソ

l
ス
が
通
常
で
す
が
醤
油
を
か
け
る
者
も
い
ま
す
。
カ
レ
ー
に

川
る
者
も
い
ま
す
。
日
本
の
ソ

l
ス
は
、
英
国
の
ウ
ス
タ
l
ソ
l
ス
を
も
と
に
明
治
時
代
に

削
味
料
と
し
て
開
発
さ
れ
、
洋
風
化
に
と
も
な
い
全
国
に
普
及
し
た
も
の
で
す
。

総
務
省
紛
計
局
が
実
施
し
て
い
る
家
計
調
査
に
よ
り
、
県
庁
所
在
都
市
別
の
醤
油
の
世
衛
消
費
量
と

ソ
l
ス
の
世
情
消
費
量
を
グ
ラ
フ
に
し
ま
し
た
(
図
3
1
3
)
。
家
計
調
査
は
、
戦
前
の
社
会
政
策
的
な
都

市
労
働
者
の
生
計
費
調
査
か
ら
出
発
し
た
と
い
う
経
緯
か
ら
、
大
都
市
か
ら
全
国
に
調
査
対
象
が
広
が
っ

た
今
で
も
、
最
も
細
か
い
地
域
区
分
は
都
道
府
県
で
は
な
く
都
道
府
県
の
県
庁
所
在
都
市
と
な
っ
て
い
ま

す
。醤

油
の
消
費
量
が
多
い
都
市
ト
ッ
プ

5
は
、
消
費
の
多
い
順
に
、
山
形
市
、
水
戸
市
、
仙
台
市
、
青
森

圃広島 圃徳島

ト|ソース派 | 大阪 E
-神戸

掴悶山 属.I 

ト
-京都

奈良・園名.. 古屋

松白 園高松

l ト

-宇都宮
-背森• 箇 • 

lト
静岡.

-宝 盟国禍浜・園 • 山形• • 東京区部・ 圃 • • • 圃
ト 枇』毘圃 • - 園水戸

園 • -秋田
新潟・圃・ 鹿児島 -仙台

ト
大分・圃長野

|醤，由派|
僅那覇

12 

(注)世帯当たりの年間購入盟。都道府県庁所在市および川崎市北九州市 (49市)

の=人以上の世帯が対象。醤油は 1000mlベッ トボトル換算、ソースは

500mlベットボトル換算。

(資料)総務省、「家計調査j
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醤油消費とソース消費の相関(都道府県庁都市)..J[図3-3
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都道府県別の未婚率 (2005年)図4-1
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若年来婚率 (31歳)

。主)直線回帰におけるR2値は、男は‘ 0.1861.女は、 0.4117 
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会
保
障
制
度
全
体
の
設
計
や
財
源
確
保
の
見
通
し
な
く
着
手
し
た
の
で
、

2
0
1
0年
の
参
議
院
選
挙
に

お
い
て
は
野
党
自
民
党
か
ら
批
判
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。
「
子
ど
も
手
当
の
財
源
の
ほ
と
ん
ど
は
国

の
借
金
だ
。
子
ど
も
た
ち
が
将
来
大
き
く
な
っ
て
、
利
息
を
付
け
て
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
わ
ば

長
期
的
な
児
童
虐
待
だ
。」
(
自
民
党
の
河
野
太
郎
幹
事
長
代
理
、
東
京
・
東
池
袋
の
街
頭
演
説
で
)
(
東

京
新
聞

2
0
1
0年
7
月
2
日
)

高
齢
化
対
策
に
対
す
る
少
子
化
対
策
の
相
対
ウ
エ
イ
ト
と
い
う
指
標
に
は
、
高
齢
化
対
策
に
力
を
入
れ

す
ぎ
て
財
政
的
に
身
動
き
が
と
れ
な
い
程
度
が
暗
に
含
ま
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
少
子
化
対
策

の
恩
恵
を
、
つ
け
て
も
将
来
の
増
税
を
予
想
し
て
素
直
に
は
出
生
行
動
に
国
民
が
踏
み
切
れ
な
い
と
い
う
こ

‘' 。

122 

の
話
し
の
流
れ
を
汲
ん
だ
極
め
つ
け
の
相
関
図
、
図
6
1
1
1
3
に
移
り
ま
す
。

子
育
て
の
経
費
は
、
子
ど
も
が
小
さ
な
う
ち
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
高
校
、
大
学
に
通
わ

せ
る
経
費
の
方
が
深
刻
で
す
。
と
な
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
少
子
化
対
策
支
出
で
充
分
で
は
な
い
の
で
、
教

育
費
の
公
的
支
出
も
加
え
て
、
合
計
特
殊
出
生
率
と
の
相
関
を
調
べ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す。
こ
う
し
て
描
い
た
相
関
図
を
見
る
と
、
相
関
度
は
さ
ら
に
上
昇
し
ま
し
た

(表
6
l
l
)。

ス
ペ
イ
ン
、
ド
イ
ツ
な
ど
と
並
ん
で
出
生
率
が
低
い
の
は
、
高
齢
化

日
本
が
ギ
リ
シ
ャ
、
イ
タ
リ
ア
、

相闘を抱り下げる第6!書

高齢化対策に対する少子化対策の相対ウエイ 也 出野]

(少子化対策に教育費公的負担を含む)

[図6-1-3

~先進諸国における家族子ども向け公的支出対

高齢者向け公的支出と出生率との相関~

ス
レ
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初
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臥
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L
P
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ル

ト

ン

ポ

ス
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一
ツ
ベ
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才

イ

ス

リ

・
ド
・
ヲ

.
E
Rィ

本

剛
、3

物
r

E
シ，J ギ

q
u
 

-力ナダ

ノJレウエ
フィンランド ・

オランタ圃
スウェーデン・ 実国・

-米国

-フランス

ベルギー

1.91-

1.5 

1.4 

1.7 

1.6 

1.8 

2.2 

2 

2.1 

合
計
特
殊
出
生
率

{ω
年
)

y=0.3126x+ 1 .231 1 
円'=0.6131

3 2.5 2 1.5 0.5 
1.2 

O 

「家族 ・子供向け公的支出」対「高齢者向け公的支出J(2003年)

(注)対訟は也銀定殺によるOECD高所得園(弱国を除く)。公的支出は社会保険や

税の支出。家族子供向け公的支出には児童手当、出産手当、産休給付金な

どの他.学綬教育費の公的負担を含む.ルクセンフルヲはデータ芯し。弱国

lまx翰値が3.99と異常に高いので除外した。

(資料)世界銀行.WDI/OECD. Social Expenditure Database 2007 
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身
長
の
高
い
国

i
男
と
女
の
平
均
身
長
i 低

い
固
か
ら
見
え
る
傾
向

156 

日
本
人
が
欧
米
人
に
比
べ
背
が
低
い
こ
と
は
、
経
済
成
長
に
伴
い
栄
養
が
改
善
さ
れ
て
か
つ
て
よ
り
は

ず
っ
と
背
が
高
く
な

っ
た
今
で
も
、
テ
レ
ピ
で
見
る
外
国
人
、
園
内
に
い
る
外
国
人
と
の
比
較
で
感
じ
て

図
7
1
1
は
O
E
C
D
諸
国
の
男
女
の
身
長
に
つ
い
て
の
統
計
デ
ー
タ
を
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の
で
す
。

男
女
は
ほ
ぼ
平
行
し
た
パ
タ
ー
ン
な
の
で
、
男
性
に
つ
い
て
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
本
人
男
性
の
平
均
身
長
は

1
7
1
・
6
m
で
あ
り
、
最
も
背
の
高
い
オ
ラ
ン
ダ
人
男
性

1
8
1
・
7

m
よ
り
ち
ょ
う
ど

m
m
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
オ
ラ
ン
ダ
の
他
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、

ウ
ェ

l
デ
ン
で
は
男
性
の
平
均
身
長
が

1
8
0
m
を
越
え
て
い
ま
す
。

一
方
、
日
本
人
よ
り
身
長
が
低
い
の
は
、

O
E
C
D
諸
国
の
中
で
は
、
線
図
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、

コ
の

3
カ
国
の
み
で
す
。
こ
の
他
、
欧
米
の
中
で
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
他
、

い
る
こ
と
で
す
。

ス

メ
キ
シ

ス
ペ
イ
ン
、

イ
タ
リ
ア
な
と
ラ

男女の相関第 7章

!llli 
」

184 

よ
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北欧ドイツ
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スイス三円「 .Pfツ一一 .' . 
ポーランド、 ¥e 

デリ?1>0-._...."7-(ンで

ノ詞 -AZhhぜ21て

エイイ

乙哩存lμト巧)i， "."英国 英語圏

世界各国の男女別平均身長

178 176 174 

東アジア / 白日本;・.韓国ー・.ー

172 170 

図アー1

1661-

1641 
女
のz 162ト

身

畏 160ト
C町、

158ト

156ト
ラテンアメリ力

154トゐメキシb

152Lよ二ιムー
166 168 

168ト

170 

男の平均身長 (cm)

()主)国別ないし国際的な健康調査 (2001-2007年)の結架から事務局でまと

めた、おおむね20-49歳の成人身長平均 (mean)値データ.男女両方のデー

タの砿いトルコとノルウ工ーを除く。

(資料)OECD. Society at a Glance 2009 
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相聞からl草すれたものに注目する第 11軍

|図11ふ 2 都道府県別の入院患者数と高齢化率

沖縄

-高知

入院患者数(人口10万人当たり)と高齢化率との相関

-鹿児島

-福岡

・石川
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(注)2005年10月.都道府県別入院患者数は、患者の住所地別に算出したもので

ある.

(資料)厚生労働省、 f患者調査J
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四一

-a結
婚
し
て
な
い
カ
ッ
プ
ル
の
子
と
も

-----一5
フ
ラ
ン
ス
で
は
半
分
以
上
、
日
本
で
は
2
%
5
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出
生
率
を
回
復
さ
せ
た
国
々
に
お
け
る
出
生
率
回
復
の
要
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
結
婚
し
な
い
ま
ま
子

供
を
産
む
こ
と
が
社
会
的
に
認
知
さ
れ
て
い
る
点
が
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
が

い
L

ひ
も
@
〈
し
・
っ
し

そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
婚
外
子
、
な
い
し
非
嫡
出
子
と
呼
ば
れ
る
結
婚
し
て
い
な
い
母
(
未
婚
の
母
、
敵

別

・
死
別
後
再
婚
し
て
い
な
い
母
)
か
ら
の
出
生
の
割
合
の
各
国
ラ
ン
キ
ン
グ
を
掲
げ
ま
し
た
。

一
目
瞭
然
、
最
も
目
立
っ
て
い
る
の
は
日
本
の
婚
外
子
割
合
の
低
さ
で
す
。
一

方
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
が

M
・
7
%
と
5
割
以
上
で
最
も
-M
い
の
が
目
立
っ
て
お
り
、
次
ぎ
に
フ
ラ
ン
ス
、

デ
ン
マ
ー
ク
が
そ
れ
ぞ

れ
泣
・

6
%
、
必
・

2
%
で
続
い
て
い
ま
す
。
図
に
は

1
9
8
0年
当
時
の
婚
外
子
比
率
の
高
さ
を
合
わ

せ
て
示
し
て
い
ま
す
。
北
欧
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
や
デ
ン
マ
ー
ク
は

1
9
8
0年
で
も
3
制
を
越
え
て
お
り
、

か
な
り
前
か
ら
高
か

っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

欧
米
の
中
で
も
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
と
い
っ
た
典
型
的
な
カ
ト
リ
ッ
ク
図
で
は
相
対
的
に
婚
外
子
の

制
合
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
い
っ
た
そ
の
他
の
カ
ト
リ

ッ
ク
図
、
あ

る
い
は
オ
ラ
ン
ダ
、
英
国
と
い
っ
た
図
も

1
9
8
0年
段
階
で
は
低
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
後
、
大
き

く
上
昇
し
て
い
る
の
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

世界各国の婚外子の書IJ合

叶円門
.，980'芋2∞8写

% 

60 

31.7 
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30ー
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12.e • 
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3.9: • ス
ペ
イ
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15.1 • 
ド
イ
ツ

5.9 • 
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

1'8.41 • 
米
国

4.1 • オ
ラ
ン
ダ

• 
言ア

ン
マ
ー
ク

• 
フ
ラ
ン
ス

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

20ー

10-

(蓬}禾婦の尽など級錨していない母視からの幽隼織が全出生敏に占める割合をあらわす.ドイツの

1980年111991年のデタである.2008俸について英国‘アイルランド1:2006隼.カナ夕、
イタリア112007年のデタである.

〈資利}米国商務省 StatisticalAbstract 01 the Unlted States 2011 
自象厚生労働省「人口動態鏡針」
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[1]グラフを読み取って箱ひげ図を作れ1980, 2008年とも
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30 "/ .. 

出}公務員敏比$liA::$:的に2005年データであり 公共分野の雇用比綬(CEPD)周牽(OECO

2回 目 によって限集主子たデータに益づいている.公務員の総人散が釜本であるが律動換掠

の国{オ ストリア‘方て了タスワエーデン、スイス、英国}では比‘史上1:過小野伍されτい
ると考えねばならない.Tータ11SNAの定.，こもとづくー鍛政府をカパーしている.ー鍛政府

はすべでのレベルの政府{中央.州.処方、社会保障)からなり.省庁泡立節局、及び政府の
コントロール下にある~~St:flJ組・を含んでいる.

公務鍋鎗与比寧(-12故府蔵用者総与剣 GDP比)li2007aデ タによる.ただし メキシコ

1:2004年 目本総園スイスli2006~事データ. ここでの鎗与に1.. 政晴による役会保障負
担予径定的な手当窃を含む.

{資料)OECD Governmenl at a Grance 2009 

な
お
、
小
さ
な
政
府
を
糠
梯
す
る
米
国
は
、
こ
の
図
で
は
、
公
務
員
比
率
、

中
位
の
レ
ベ
ル
に
あ
り
、
小
さ
な
政
府
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
地
方
公
共
団
体
、
地
方
自
治
体
の
公

務
員
が
多
く
、
そ
の
給
与
も
決
し
て
低
く
は
な
い
た
め
で
す
。
東
京
新
聞
は

「役
人
天
国
ア
メ
リ
カ
」
と

い
う
国
際
而
の
辿
紋
で
、
強
力
な
組
合
を
背
伐
に
地
方
公
務
員
の
給
与
が
民
間
水
準
よ
り
向
く
、
老
後
保

障
も
手
厚
い
場
合
が
目
立
つ
こ
と
、
ま
た
自
治
独
立
の
精
神
か
ら
小
さ
な
自
治
体
が
非
常
に
多
く
(
人
口
、

前
新
と
も
日
本
よ
り
小
規
模
な
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
自
治
体
の
数
が
約
3
4
0
0て
そ
れ
だ
け
コ
ス
ト
は

向
い
こ
と
を
報
じ
ま
し
た

(2
0
1
0
年
ロ
月
お
i
幻
日
)
。

他
方、

一
次
近
似
直
線
よ
り
下
方
の
図
は
、
給
与
水
準
が
比
較
的
低
い
固
と
見
ら
れ
ま
す
。
ノ
ル
ウ
ェ

ー
、
チ
ェ
コ
、
ド
イ
ツ
、
ス
ロ
パ
キ
ア
と
い
っ
た
図
で
は
、
相
対
的
に
給
与
水
準
は
低
い

こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
日
本
に
つ
い
て
も
、
こ
の
直
線
よ
り
下
で
あ
り
、
給
与
水
準
が
高
い
と
は
一
一百
え
ま
せ
ん
。

デ
ー
タ
か
ら
見
る
と
、
日
本
の
公
務
口
数
は
労
働
力
人
口
と
の
対
比
で
最
少
な
の
で
、
日
本
の
政
府
サ

ー
ビ
ス
の
純
聞
が
他
国
並
み
の
大
き
き
で
あ
る
と
す
る
と
、
日
本
の
公
務
員
は
「
少
数
精
鋭
」
あ
る

い
は

「
政
府
サ
ー
ビ
ス
実
施
の
た
め
の

一
人
当
た
り
の
負
荷
が
大
き
い
」
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
す
が
、
だ

か
ら
と
い

っ
て
以
上
の
よ
う
に
給
与
水
準
が
世
界
と
比
べ
て
向
い
わ
け
で
も
な
さ
そ
う
で
す
。

こ
の
図
は
日
本
の
公
務
貝
が
公
務
只
以
外
と
比
較
し
て
恵
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
示
し
た
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
の
公
務
員
が
給
与
的
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
で
も
、
海
外
の
公
務
員
が

恵
ま
れ
て
い
る
程
度
以
上
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
す
。

75 

ehime
ノート注釈
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高
い
か
、
山
線
は
低
く
て
-M取
は
向
い
か
と
い

っ
た
疑
問
に
回
答
を
与
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
方
の
方
が
大
都
市
部
よ
り
中
絶
率
が
向
い
理
由
と
し
て
は
、
地
方
図
で
は
、
未
婚
男
女
に
と
っ
て
、

性
的
な
即
時
性
関
係
以
外
の
刺
激
的
な
娯
楽
や
気
附
ら
し
に
乏
し
い
か
ら
と
い
う
点
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
未
成
年
だ
け
で
な
く
女
性
全
体
の
中
絶
率
を
見
て
も
、
同
級
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、

夫
婦
関
係
が
主
と
な
る
成
年
に
も
同
じ
理
由
が
当
て
は
ま
る
と
す
る
か
、
あ
る
い
は
成
年
・
未
成
年
の
逃

い
と
は
関
係
な
い
地
域
的
な
粉
神
風
土

や
避
抵
の
普
及
度
、
公
衆
衛
生
上
の
取

り
組
み
の
逃
い
な
ど
に
理
由
を
求
め
る

第 311 ランキングの也界申地控室ランキング

未成年の人工妊娠中絶実施嘩
(2009年)
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10 
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o 

8 

べ
き
で
し
ょ
う
。

脅
寂

(資制}県生労働省「保健衛生行政寮務純告{衛生行政帽告側)J
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ehime
ハイライト表示

ehime
ノート注釈
[1]グラフを読み取って箱ひげ図を作れ
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県庁所在都市別の飲み屋代及び喫策唐代
(年間支出額、 2008-10年平均}

阿

喫茶代{飲物

". 

46 
政令市(全51市}の二人以上の也絡が討1It.(資利}総研省統針罵HR針飼蓋J 108 

ehime
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ehime
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{資利}厚生労働省「社会復位行政業務路管{禍他行取締告餓別」
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インス合ン トラーメン(即席麺)消質量の国際比較

190 

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
大
国
は
ど
こ
か
?

5
全
体
量
で
は
中
園
、
一
人
当
た
り
で
は
韓
国
5

も

'uふ
〈

J

ト
ラ
ー
メ
ン
は
日
本
の
発
明
口
問
で
す
。

1
9
5
8年
に
自
治
食
品
の
創
業
者
安
藤
百
祈
が

大
阪
で
「
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
」
を
開
発
し
、
そ
の
後
、
日
本
ば
か
り
で
な
く
世
界
に
消
貨
が
拡
が
っ
て
い

き
ま
し
た
。
日
消
食
品
は
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
の
世
界
的
な
普
及
の
た
め
、
自
ら
が
会
長
と
な
っ
て

世
界
ラ
ー
メ
ン
協
会

(
W
I
N
A
)
を
つ
く

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
協
会
が
世
界
の
主
嬰
消
費
国
に
お
け
る

即
席
麺

(イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
)
の
消
費
訟
を
と
り
ま
と
め
て
い
る
の
で
、

こ
れ
を
グ
ラ
フ
に
し
ま

し
た
。
当
然
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
の
消
費
は
人
口
規
模
に
左
右
さ
れ
る
の
で
、
人
口

1
人
当
た
り

の
消
費
乱
も
釣
出
し
て
グ
ラ
フ
に
加
え
ま
し
た
。

2
0
1
0年
の
集
計
で
は
、

9
5
4
億
食
と
過
去
最
大
と
な
り
ま
し
た
。

2
0
0
8
1
ω
年
に
は
世
界

不
況
の
影
響
で
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
の
消
授
も
務
ち
込
ん
だ
の
で
世
界
ラ
ー
メ
ン
協
会
が
期
待
し
た

1
千
低
食
の
予
想
は
な
お
迷
成
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

2
0
0
2
年
に
は

5
8
7
億
食
で
し
た
か
ら
、
消
費

立
は
世
界
的
に
大
き
く
拡
大
し
て
来
て
い
ま
す
。

消
技
量
規
模
で
は
、
中
国
が

4
2
3
億
食
と
世
界
全
体
の
約
半
分
ち
か
く
を
占
め
汲
も
多
く
、
次
に
イ

ン
ド
ネ
ン
ア
の

1
4
4
億
企
が
続
い
て
い
ま
す
。
日
本
は
世
界
第

3
位
の
お
億
食
で
す
。
日

方、

人
口
l

イ.2010年の年間満喫畳{傭劃

Q 人口 1人当たり筆家間消費値{食}

【注}世界全体で954tt食.13.8食/1人当り.

【爽斜}也界ラーメン也会HP:2011年5月10日現在{人口はFAOOnline 2011.7.16) 

国名| 特 徴

中国 |間消費量の半分ちかくを占める.番輔の蜘たビーフ酬が中心

インドネシアl'人当たり消費l世界即位 (回開).汁なしのやきそばタイプが半分を占める

日放 |カップ短割合が回%以上と・帽仇しようゆ.折、とんこつ、泡幡本

米国 |スー市チキン除、シユリンプ除、ビーフ脚主調

ベトナム l近年消費量が急医大.スープは磁っぽくて辛いシユリンプ味が第 1位

1人当たり消慣は世界費量商(固!II照).自本での聞贋の 5年後.1963年に"固で

生産開始.銭麺の割合が 75品でビ 7時.キムチ除など辛口風味が好まれる

フィ リピン|汁物袋副主朝食としても食べられ チキン様、牛骨除が人気

タイ |世界3大スープのーっ、磁っぽくて激手のトムヤムクン聴が中心

ブラジル|日本より柔らかい麺柑まれる.酬のよ叫色調味が第 1位

台湾 lカップ姐の嘗舎が50%と高い.ポーク味が半分を占め、次いでビー7味

{資将)東京締閣2008~芋4月 11 日ほか

世界のインスタン トラーメン消貨

"国

191 

ehime
ノート注釈
[1]グラフを読み取って箱ひげ図を作れ



日本人の好きな野菜ランキング
(2007年)
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車8.組み古わせや並べ方の鯵様

日本人の好きな野菜ランキング ・男女年齢別ベストテン
(2007年)
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必
を
遂
げ
た
日
本
に
お
け
る
生
活
に
対
す
る
満
足
度
は
、
低
下
し
て
い
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」
と
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d
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だ
け
で
は
国
民
の
幸
せ
は
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な
い
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い
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所
得
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準
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生
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度
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得
水
準
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{主主}零細度lif非常に$せJ及び「やや@せJと図書した比率の肝であり、各国の全国18*'以上の男女鈎

1，000-2.000人を対象として実施された世界価値限聞蓋(2005年前後}による.ここで"世界笛

値観綱牽史館闇57カ国中.アンドラを脈いて所得データが得られる56カ国を対..としている.

{資屑)World Values Survey HP(2011年1月2臼)，IMF World Economic Outlook Oal曲 ase.

September 201 t 
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[3]この結果を（自由に）解釈せよ
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用量ー反応曲線図 3.5

@ 
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自

官

1

6

U
薬

変

ら

タ)

な

に5字型の県新度数分布I曲線を示す このような1111線を用誌ー反応l訓練

という (図3・5)

観察集団の 50%が宥効に反応する古1を50%有効盆(ED50)といい?

祭集団の 50%が死亡する訟を 50%致死孟l(LD50)という

度数分布や累積度数分布の他にも。データを積極的に視覚化し，その

意味することや解析の方法を採っていこうとする立場から，箱ひげ図(図

3・6)幹葉図(図 3・7)など様々な方法が提案されているたとえば，次の

ような最高血圧値データに対しては，箱ひげ図(図3・8).幹業図(図3・7)

のようになる

観

(J 

1ぐ

と

128 136 
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160 
130 
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136 
132 
132 

128 
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124 
114 

124 
154 

108 
124 

128 
114 

134 
130 

~ 

事

箱ひげの箱やひげの位他には様々な定義がある この図では。箱の最

下端，中央，最上端それぞれデータを小さい順に並べたときの 25%.

50%. 75%を表しているー上下のひげの長さについては一般的に箱の長

さの1.5倍以内とする ひげの上(下)端は箱の長さの 1.5倍以内にある

最大(小)他である ひげの端の外側にある他を外れ他とする この1.5
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幹 1拒

160 。
150 4 

140 

130 0022466 

120 24446888 

110 44 

100 28 

+一一上のひげの端

ー一一筋3四分位点(759oI，'i.)
+一一中央他(50%点)
......-tf.jj四分位点(25%点)

4 一一下のひげの端

・4一一一一外れ他

図3・6箱ひげ図の梢造 図 3・7 幹葉図

i古は絶対的なものではない

幹業図は.生データを幹と楽に対応する数に分けて分布を作成する方

法で ヒストグラムと逃って生データを再現できる

質的データにおいても 数1，1:データにおいて度数分布表を作ったとき

と同様に 各ラベルに属する人数を度数とし，度数分布表を作成できる

(表3・4)順序尺皮では各ラベJレに順序があるので』見積度数分布表にも

意叫zがある

@関連牲の表示

2つの変数からなる大きさ Mの原本を考えたとき 身長(Cm)と体重

(kg) ，薬剤投与 (投与群，非投与1昨)と最低血圧他.薬剤投与(新薬群，偽

薬r.宇)と効栄(効来あか効果なし)のようなそれぞれのタイプの 2つの

変数の組の|刻i!liを図示するにはどのようにしたら良いだろうか?これ

らの2つの変数の組はデータの形に注目すると (数量データ，数iItデー

タ)， (質的データ 数iItデータl. (質的データ.質的データ)の3種類に

なる

(0 (数量データ，数量データ)のデータの図示

座標平面XYを考えて!各倒体のX変数 Y変数を座標平面上の点(X

1ウと して表すと座掠平而上に η倒のl!.が図示される この図を散布図

という(図3・9) I刻述性がある場合は。 Xの他の変化に応じて Yの他が

変化することから.関連性の傾向を示すことができる

(2) (質的データ，数量データ)の図示

座標平而 XYを考える，質的データはラベJレとして表されるので。 X

軸上の任意の点にそのラベルを表す点をとる ラベJレの数だけその点を

A データの記述

(mmHg) 
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図 3・8 箱ひげ図

表 3-4 質的て

る度数分布表

血液型 イン71レエ3
事E患者数(人

A 84 
B 26 
AB 16 
O 74 

百十 2∞ 

.・

40 50 画百 7080(kg 
体重

図3・9 散布図
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{苅ar;e
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図 2.4 箱ひげ図。
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10 

5 

タイル、最大値の値を示している。したがって、ひげは最小値および最大

値まで伸びていて、範囲 rangeを示している。これら 2つの表示は、いず

れも、箱の部分は同じである (p.118も参照のこと)。

~ 2.4 Microsoft Excelの関数

統計解析ソフトウェアを用いなくても、 MicrosoftExcelの関数で平均

値などの指標を音I.tlすることができる。

(セルの範阻)は左上のセJレと右下のセJレを指定する。

例 Al:A10 カラム Aのセル れ から Al0までの 10個の値を指定。

Al・Cl0 セJレれ から Cl0までの 30個の値を指定。

Al:Jl セJレAlから Jlまでの 101閤の他を指定。

平均値 = average(セJレの範囲)

標準偏差 = stdev(セルの範囲)

中央値 = median(セルの範囲)

最小値 = min(セJレの範閤)

最大値 = max(セJレの範囲)

最頻値 = mode(セJレの範囲)

g2.5 臨床医学研究の分類

パーセンタイル = percentile(範閲兵)xは 25パーセンタイ Jレで

ぱ、 0.25。その他同様。

S 2.5 臨床医学研究の分類

医学研究には基礎医学研究と臨床医学研究に大別される。臨床医学研究

はヒト、すなわち悠者と健常者を対象あるいは被験者として研究が行なわ

れる。さまざまな危険因子 (リスクファクター)と疾患あるいは病態といっ

たアウトカム (転帰)との関係を明らかにする目的で行なわれる観察研究

と、治療法などの介入とアウトカムの関係を明らかにする自的で行なわれ

る実験研究あるいは介入研究がある。

ヒトを対象にした研究は被験者の保護、倫理の遵守、といった点から、

厳しい基準が設けられている。少なくともヘルシンキ宣言に従うことが要

求される。特に、実験研究はヒトに、薬剤を投与したり、カテーテJレを操

作したり、放射線を照射したりといった介入を加えるので、へJレシンキ宣

言に則り、厳しい基準が設けられている。特に新築など新しい治療法の開

発には、 新 GCPという基準が設けられている。そして、それぞれの、医

療機関に設けられている倫理委員会あるいは治験蒋査委員会の審査を受け

ることが、必須になっている。

臨床医学研究は研究デザインによって、以下のごとく分類される。

ランダム化比較試験 Randomized controlled tri叫・介入 Interventionま

たは曝露が、被験者個人のレベルでランダム由l付が行われた臨床研

究あるいは治験。治療法の有効性を証明するゴールドスタンダード
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152 第 4章相l瑚と回帰

Y 

a lYの変動

Xの変動

b= ~の変動一一 Xの変動

X 

図4.6 二次元平而における直線。

この場合、 2種類の変数のうちで最初に起きる事象のデー夕、あるいは測

定がより簡単なデータの方を独立変数independentvariableまたは説明変

数expl叩叫oryvariableと呼ぶ。一方、独立変数または説明変数によって

推測されうる変数は従属変数dependentvariableまたは応答変数 response

variableと呼ぶ。

直線回帰 linearreg四回on は、 ~11立変数と従属変数は比例|胤係にあり、

片方の数1i[[Xが大きくなるともう片方Yも大きくなる。独立変数Xと従

属変数Yの関係は次の式で表される。

y=α+bX 

二次元の平面でどのような直線でもこの式で表すことができる。 bは直

線の傾き slopeを表し、 Xの値が 1増加すると、 Yがどれだけ増加するか

を表している。αは切片 interceptと呼ばれ、その直線がY軌と交差する

点のYの値に相当する(図 4.6)。

Y 

. 
. . 

図4.7 散布図。

x 

94.6 直線回帰 LinearRegression 153 

Y 

X 

図4.8 直線回帰最小二乗法では個々の古

から直線までの縦の距離の他を二乗した他
の合計が、 一番小さくなるように、 l11の'*

線で示す直線をヲ1<。

図4.7に示すような散布図で表される 6症例のデータがあったとしよう。

これらの 6個の点の問を経って、直線をヲ|いて、 X とYの関係を表そう

とする場合、 どのように線をヲ|いたらいいか考えてみよう。直線と個々の

点の距離が一番小さくなるように線を事|いたらいいのではないかと考えら

れる。たとえば、図 4.8に示す、黒の実線とグレーの点線では、グレーの

点線は 6個の点のIUJに引かれているが、少しずれているように見える。一

方、黒の実線は 6個の点からの縦の距離の合計が一番小さ くなるように引

いてある。縦の距離といっても 、個々の点から直線までの縦の距離は、直

線の上に点がある場合には、正の他になるが、直線の下にある場合には、

負の他になる。そこで、個々の点から直線までの縦の距離の値を二乗した

値の合計が、 一番小さくなるような直線をヲ1<。これが、最小二乗法であ

る。合計が一帯小さいということがポイ ントである。

そのような直線の傾き bと切片αは、 Xの値の平均値を文、 Yの値の平
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図 3・2 離散変触と連続変数

表 3・3 新生児の体重の累積度数分布表

連続変数
(確率密度分布)

体Jfi
(kE) {階級)

附級佑 課税度数 架高t相対度数

(人)
300 

(kg) (人) (%) 

0.5-1.0(未満) 0.75 0.3 

1.0-1.5 1.25 3 1.0 
200 

1.5-2.0 1.75 6 2.0 

2.0-2.5 2.25 17 5.7 

2.5-3.0 2.75 91 30.3 
100 

3.0-3.5 3.25 229 76.3 

3.5-4.0 3.75 お8 96.0 

A. ' 13 

(%) 
100 

50 

4.0-4.5 4.25 297 99.0 o 1.0 2.0 3.04.0 5.0 瓦O(kg)
4.5-5.0 4.75 299 99.7 

5.0-5.5 5.25 300 100.0 
図 3.3新生児の体重の累積度数分布曲線

未知であるが自然法1111を基に理論的に瀞かれる分布(正規分布.二項分

布，ポアソン分布など)に従うと仮定する場合が多い

ヒス トグラムにおける柱の商税をそれぞれの階級における相対度数に

等Lくとっておけば，ヒストグラムの全体の而有tは 1(100%)となる ま

た同様に度数分布1111線と械軸との11日の而有Iもj(j00%)になる

度数分布表においてその階級以下の度数.相対度数の布lをそれぞれ

その階級の累積度数 累積相対度数といい，このようにして待られた表

を累積度数分布表という(表 3-3)

累積度数分布において度数分布から度数分布l出線を作ったような方法

で 累税度数分布IIIi線を作ることができる(図3・3)

母集団では縦軸に以前月相対度数(尖数)に対応する{直をとって，雌i政変

数の場合は階段状のグラフで 述続変数の場合は右上がりの曲線のグラ

フとして考える このグラフを分布幽線という (図 3・4)

母娘聞が正規分可liを示す場合は。累積度数分布l曲線は特徴的なシグモ

イ ド曲線H を示す

累積度数分;(pIIIi線は薬の効力の記述や母性の評価などにも利用 され

る 投与訟を対数回雌上に と るか。 あるいは投与ID:の対数他を J~:術目盛

上にとり 投与訟を少しずつ増加したとき投与量に対する反応率は一般

*3 S~;ニZ盟の IIU線で中央1'1l 
でほぼ直線になり I 両端でi山車

となる

ehime
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度数分布表
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